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1
4

長
を

見

て
く
だ
さ

い

課

税

台

W

F

りよだ政市干す大(毎月1日，10日，20日発行)

品

乙
と
し
も
二
月
二
十
日
か
ら

「
一二
月
三
十

一
日
ま
で

o
国
土
緑

由
化
運
動
。
が
全
国

一
斉
に
く
り

↑
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
と
と
に一ニ

吋
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で

一
週
間

~
を
hv

緑
の
週
間
。
と
し
て、

乙

引
の
抑
動
を
と
く
に
強
調
す
る
乙

ん
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

引

と
の
運
動
の一

環
と
し
て
、

山
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
は
、
新

~
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新

民
し
い
感
覚
の

「緑
化
の
枇
と
室

4

沼
」
を
広
く
全
国
か
ら
募
集
し

-
て
、
緑
化
迎
動
の
推
進
に
役
立

一
て
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
募

-
集
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
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刀
剣
類
の
登
録
審
査
会

O 3
月
3
日
に
公
売

公
益
質
屋
で
は
一一一月
三
日
午
前

十
時
か
ら
中
央
公
民
舘
で
流
国
品

(和
、
洋
服
そ
の
他
)
約
一二
円
五

十
点
を
公
売
(競
争
入
札
と
即
売
)

し
ま
す
。
当
日
貨
民
は
休
み
で
す

3月1日か b
20日まで

か
ら
、

ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ

に
表
現
す
る
と
と
。
布
節
は
三

氏
名
)
を
明
記
す
る
こ
と。

い
。

節
と
す
る
。

A
H
、
発
表

ム
歌
詞

ム
募
集
の
対
象
は

い

す

れ

も

枇

H
人
選
一
点
、
山
林
大
限

歌
H
斉
明
に
通
し
、
明
快
で

国
民

一
般

賞

、
国
土
緑
化
惟
進
委
員
長
賞

~

語
調
が
よ
く
、
国
民
に
親
し
ま

ム

応
募
締
切
と
送
り
先

一ニ

と
日
金
二
万
円、

何
作
五
人
に

一

れ
、
ま
た
新
し
い
時
代
の
感
党

月
十
五
日
ま
で

東
京
都
千
代

名一一
千
円
を
贈
川卜

~

古
川
口
入
選
一
ぃ
九
、
山
林
大
」

三
月
は
緑
化
の
月

E、
京

大

山
、
国
土
縦

一

化
推
進
委
員
長
吋
μ
-円
余
一
一
h

~

を
盛
り
込
ん
に
も
の
。
忠
則
は
田
区
永
旧
町
衆
議
院

内

国
土

川
、
怯
作
三
人
に
作
一
平
円

一

三
節
目
肢
と
す
る
。

緑
化
的
進
委
員
会

(
当
日
消
印

発
表
は
い
ず
れ
も
川
片
ト上旬

ん

童
謡
日
児
必
が
多
数
、汁
附
す

有
幼
、
封
川
に
は
応
非
作
品
と

A
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

一

る
の
に
過
し
、
簡
明
に
し
て
、
朱
記
す
る
こ
と
)

山
林
叫
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

一

詔
訓
が
よ
く
、
料
化
運
引
の
机
ム
形
式

川
紙
は
主
州
出
、

ぃ

。

(股
林
刑制
)

一

進
を
強
制
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

住
所
、
氏
名

(学
校
関
係
で
は

と
山
ー木の
必
要
た
か
た
は
山
林

一

く
、
析
し
い
感
は
を
も
つ
よ
う

学
校
所
在
地
、
学
校
名
、
学
作

諜

へ
んリ

ザ

二
月
二
!
九
日
午
前
十
時
か
ら
長
崎
県
庁

牛

乳

販

売

の

許

0
・三
月
三

可

期

間

を

延

長

日

は
桃
の
山
句

h
v
iJ'
よ
匹
。
ご

と
の
た
び
牛
乳
似
売
の
有
幼
則

/
仁
7
7

あ
る
。
女
の
子

川
が

一
川
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で

す
で
に
許
可
刊
を
も
っ
て
牛
乳
を

を
持
っ
て
い
る

家
庭
で
は
、
お

販
売
し
七
お
っ
て
、
つ
ぎ
の
引
制

l

)

に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
旧
許
可

ひ
な
椋
老
川
ペ

ド
一て
親
類
、
家
族
全
部
で
お
祝
い
すJ

引いを
大
村
保
削
一川
ヘ
提
出
し
て
ア

-一

る
。
わ
が
子
に
寄
什
J
b親
た
ち
の

き
結
え
て
く
だ
さ
し
。

一

'一
大
き
な
闘
い
と
則
待
を
意
味
し
、

な
お
、
牛ロ
ゴ
の
川
J

刊は
許
可
を一

ノ

一祝
わ
%
る
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

叉
け
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
一

ー

一話
に
家
族
全
部
が
和
気
あ
い
あ
い

山
J

引
を
和
望
さ
れ
る
か
た
は
急
い
一

ー

一の
う
ち
に
凶
ら
ん
で
き
る
乙
と
は

で
ザ
続
き
そ
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一結
川
な
と
と
で
あ
る
。

ム
許
可
引
の
円い

さ

れ

怖

を

要

す

る

も

つ

'

一

C

二
、
一ニ作
ー前
か
ら
日
同
県

の
い
沼
気
冷
脳
州
、

お
よ
び
乙
れ

一

d

-

ー

一

や

山

玉

県

の

あ
る
地
区
を
は
じ
め

と
同
等
以
上
の
内
政
設
仰
を
設
け
一一各

地
で
、
。
共
同
の
ひ
な
祭
。
と

た
も
の

一一、
‘
う
新
し
い
形
式
が
ぶ
み
ら
れ
て

ム
ト引
の
設
備
を
も
っ
て
い
る
も
の一

一1
る
と
い
う
。
た
と
え
は
部
落
公

は
許
可
期
限
が
ご
力
年
か
ら
問
力
一

一
作
仁
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

一民
舘
な
と
で
、
共
同
の
ひ
な
を
飾

一

一

り、

部
落
じ
ゅ
う
の
お
と
な
も
子

↑

(

大
村
保
地
所
)
一

一

一ど
も
も
、
女
の
子
を
中
心
に
集
ま

一，
つ
B
I
B
B
E
'
'
B
E
E
s
t
-
-
1
1
E

一っ

て
、
一
日
を
楽
し
く
す
ご
す
と

二

火

の

元

に

気

を

一

一

一
-

一

一い
う
や
り
方
で
あ
る
。

一
一

つ

け

ま

し

ょ

う

一

一

一
r

E
t
t
l
t
'
1
t
t
t
E
E
1
E
「
・
一

O
:乙
の
や
り
万
は
、
経
刊
の

一合
現
化
、
生
活
行
事
の
簡
素
化
か

一三
=
一コ一一
一三
重
喜
一一一一
一=一一=一一三
三一
一===
====三
====一=====
一===
三一
三
喜
一====雲言
さ
さ
==一一一
一一一
=一一一一一
一一一一一
=一一一一=一一一一一一=
=一
=一一
一一=一一一
一一一一一一一一一一一=一一一一=一
一Z
一一=一
一三一三
一一一一一一三
一一一一一三
一一一一一一一一三三
三一
一一一一三一
三

一一ら
巧
え
出
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
ら

0

0

つ

0

0

一

取
口
の
柔
か
い
土
に
散
布
し
ま
一

に
一
歩
進
ん
で
、

「
A
さ
ん
の
家

ハ

ヱ

の

駆

除

一

J
o

一

一
』

一よ
り
立
派
な
も
の
を
」
と
い
う
よ

川
ウ
ジ
の
駆
除
は
各
種
乳
剤
一
川
成
虫
の
印
刷
除
は
、

油
剤
、
乳
一う
に
各
家
庭
の
紛
争
意
識
を
高
め

(
開
制
し
た
も
の
)
を
似
池

二

剤

(稀
釈
し
た
も
の
)
を
出
体

一る
よ

F

つ
な
状
態
が
ほ
じ、

手
と
も

平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
二
リ
ツ
ト

一

に
直
接
加
必
ず
る
か、

ま
た
は
一た
ち
に
与
え
る
影
響
が
好
ま
し
く

ル
ぐ
ら
い
を
散
布
し
ま
す
。

一

室
内
、
何
山
の
内
外
、
下
水
、
一な
い
も
の
が
あ
る
点
を
恐
れ
て
試

ωサ
ナ
ギ
の
出
除
は
各
極
乳
剤
一

ご
み
捨
て
功
、
そ
の
他
発
住
し

一み
ら
れ
た
ゐ
の
で
あ
る
。

(水
で
稀
釈
し
た
も
の
)
を
政
一

め
い
場
所
に
散
布
し
ま
す
。

一

O
:そ
の
結
県
は
尽
く
ほ
ど
地

川

一域
に
お
り
る
人
間
関
係
を
変
え
人

…

日

ご

ろ

気

を

つ

け

て

…

一々

の
も
の
の
三
万
や
庄
活
態
度

…

お

き

た

い

こ

と

が

ら

…

一を
変
え
は
じ
め
、
地
区
の
民
活
川

~E
・
E・
-
E
E
E
-
-
E
E
---E=ZE
--

一造
の
見
非
に
ま
で
限
が
開
ぎ
は
じ

入
り
を
附
ぎ
通
肌
を
艮
く
し
ま
一め
て
い
る
そ
う
だ
。

ず
。

一

O
:
先
的
行
引
の
も
つ
不
合
理

ウ
ジ

は
山
地
か
ら
は
い
州
し

一や
ヂ
川
に
気
っ
き
、
改
め
よ
う
と

て
以
山
内
の
川
川
の
安
い
土
に

一ず
る
意
欲
や
努
力
か
ら
、
さ
ら
に

川
っ
て
サ
ナ
ギ
と
な
り
、
一
組
一
そ
の
行
引
を
よ
り
よ
い
明
日
の
時

川
ぐ
ら
い
で
主
に
な
り
ま
す

一代
の
も
の
と
し
て
引
き
あ
げ
る
刀

の
で
、
点
先
に
と
の
土
を
新
し

一力
が
川
ら
か
の
形
で
な
さ
れ
な
け

い
仁
と
人
れ
従
え
る
か
、
ま
た

一れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し、

い
ま

は
胤
川
者
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
山
一の
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
の
状
閉

め
れ
ば
幼
別
的
で
す。

一か
ら
、
ま
ず
、
い
主
ぷ
で
の比一一
泊

ゴ
ミ
箱

の
いが
は
完
全
に
し
て
一
磁
肢
を
改
め
る
と
乙
ろ
ま
で
は
も

く
だ
さ
い。

(保
険
街
佐
一課
)
一
つ
亡
い
ぎ
た
い
も
の
で
あ
ろ
。

こ
こ
を

ιじ
て
保

F

存
し
て
く
だ
さ
い

O 

リ皮

一一一

大
村
駅
前
の
け
以
き
通
U

一一

P
J

に
、
で
っ
か
い
組
物
が
お
け

J

h
f伶

r」

ι
-

1

見
え
し
て

い

る

。

一

進

昨
年
十

一
月
か
完
工
さ
れ

一一

Lえ

た
市
営
の
山
川
付
住
宅
で
、

一一

三
ロ

近
代
的
な
鉱
山
コ
ン
タ
リ
l

一一

建

卜

信

組
。
乙

の

告

一

一

う

階

が

語

、
一
一
附
以
上
が
佳

一-

rk

宅
と
な
っJ
」
お
り
、
三
凡
に

r

p
a
J
4
 

it
は
府
側
十
川
一問
、
刊
宅
一一
イ

一

&
'
J

一

一-

ト
ト
L

1
一戸
が
一
一川

凶

ず

る

。

一

-

2
1ι

伸
び
ゆ
く
大
村
市
を
象
徴
↑

↑
 

川
川
ー

す
る
か
の
よ
う
に
、
先
生
に

F

1

2け
ず
、
軒
々

と

裂

の

一
一

金
H

M
音
が
ひ
ひ
さ
わ
た
「

て
い

一

庖

る

。

(

説

話

)

一

一

一
一一

J
f

円

は

作

小

中

一

-

一土

の

山

口

品

川

ハ

J

U

P

一一

ノ、

エ
の
退
治
は
い
ま

の
う

ち

少
し
の
手
間
で
楽
し
い
く
ら
し

赤
一川
な
ど
の
り
し
い
伝
染
病
を
一い
部
屋
の
天
井
な
ど
で
越
冬
し
て

は
と
ぷ
似
や
ハ
エ
は
、
集
い
問
は

一い
る
の
は
ど
承
知
の
と
お
り
で

じ
っ
と
し
て
い
ま
す
が
れ
の
お
と

一す
。
幼
虫
(
ウ
ジ
)
の
ま
ま
越
冬

ず
れ
と
と
も
に
活
雌
し
は
じ
め
ま

一す
る
の
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん

す
。

一が
、
多
く
は
サ
ナ
ギ
と
な
っ
て
冬

在
か
ら
阜
の
、
も
っ
と
も
多
く

一を
蝕
し
て
い
ま
す。

発
正
す
る
時
期
に
駆
除
す
る
よ
り
一

乙
の
サ
ナ
ギ
の
大
き
さ
は
五
ミ

も
、
一
番
駆
除
し
や
す
い
岨
冬
期
↑リ
ー

一セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
制
色
の

の
問
仁
川
山制
し
て
、
犯
し
い
く
ら
一米
民
の
よ
う
な
状
態
を
し
て
、
ゴ

し
を
し
よ
う
で
は
あ
り
立
せ
ん
一ミ
湖
、
便
所
、
地
山
等
の
付
近
で

か
。

一地
下
二
十

t
三
十
セ
ン
チ
の
一山
に

蚊

や

ハ

エ

の

住

い

一も
ぐ
っ

て
い
ま
す。

蚊
は
防
犯
以
、
床
下
、
百
件
川
一

物
置
な
ど
の
附
く
限
い
川
所
に
じ
一

っ
と
し
て
い
え
ず。

ま
た
幼

虫
一

(ボ
1
フ
ラ
)
は
弘
山
の
凶
立
、
一

一円
水
浦
り
、
占
柑
な
と
と
そ
の
ま
一

ま
越
冬
し
ま
寸

ν

一

一
ハ
エ
は
ガ
ラ
ス
い
の
内
側
、
鹿
一

Hz zli告iibぽ 2l:L~
/lハ 11同 i'":よれ
)[;ヂ弓 逗!I徐斉!j
三Jし字 削方 lこ
とj2Jし !?主よ
巴♀ 五 z..

ど二1ζ '<:>1 
イiみ L回目向田 園 ー ー

附
小
諸
日
で
、
単一
(術
刊
と
し
て
川
仙
の
あ
る
火
詩、

刀
別
顧
わ
藍
漂
が
れ
恒久パ
Mr
1
hよ
い
川
ポ
一山す
。
下
位
判
壮
一
小
ぃ
川
七日ト
川

ネ
才
ヂ
ク
ロ
ン

(八

O
倍
)

ミ
カ
サ
ソ

l
ル

(五
O
伯
)

(
)
内
は
水
に
よ
る
稀
釈
度

を
不
す
。

仙
削

H
D
D
V
P
、
リ
ン
デ

ン
、
一二
種
説
枝、

ダ
イ
ア
ジ
ノ

〆
、
ク
レ
ハ
ジ
ノ
ン
等

0

0

0

0

一

蚊

の

駆

除

一

川
ボ
i
プ
ラ
の
駆
除
は
各
種
乳
一

削
を
水
量
に
応
じ
て
適
量
の
源
一

政
を
ま
き
ま
す
。
と
の
場
合
注
一

意
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と

一

は
説
品
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
開
成
虫
の
一

山
仰
は
お
も
に
油
刑
を
使
用
し

一

ヌ
プ
レ
!、
M
U
~
川
端
で
以
の
い
一

る
所

('ムイ一
刊
の
問
、
，官
、
天
井
一

比
F
な
と
)
に
散
布
し
そ
す。

一

(土
地、

家
屋
、
償
却
資
産
)
の
一
損
壊
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
特
一ム
長
崎
身
体
障
害
者
凶
生

1
L日
(

計

引

禁

)

一

何
格
を
決
定
し
た
固
定
資
産
課
税

一別
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合
を
除
い
一
入
所
期
間
は
一
年
、
臓
初
日
、一

台
張
を
皆
さ
ん
に
縦
覧
し
ま
す
の
一
て
は
審
査
の
罰
求
を
す
る
と
と
は
一
ミ
シ
ン
修
理
、
時
計
、
洋
服
、
一
お

年

度

の

立

木

伐

で
関
係
者
は
縦
覧
し

て
く
だ
さ
一
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
住
意
く
だ
さ
一
洋
裁
、
機
械
製
図
、
鵬
》
印

刷

一

採

は

許

可

申

請

を

一ぃ。

(税
務
課
)

一

襲

、
刻
印
、
意
匠
図
案
、
ラ一

本
年
四
月

一
日
か
ら
来
年
三
月

マ
日
時

三
月

一
日
か
ら
一一一
月一一一

一
ジ
オ
科
で
す
。
(
福
祉
事
務
所)一

三
十
一
日
ま
で
の
則
悶
巾
に
制
限

十
日
ま
で

(執
務
時
間
中
)

一

手

足

の

不

自

由

一

一

林、

お
よ
び
首
謀

の
十
葉
樹
の

マ
場
所

大
村
市
役
所
税
務
課

一

な

か

た

ヘ

一
母

子

資

金

の

貸

付

申

一酉
E
伐
問
ム
リ
汲
未
満
の
立
主
伐

な
お
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
一
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ

て
い

一
し

込

み

二

月

末

ま

で

一比
一
民
れ

る
人
は
二
一
月
十
六
日
か

登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
の
場
合
一
る
手
足
の
不
自
由
な
か
た
で
、
っ
一
母
子
福一祉
資
金
の
一
ニ
月
貸
し
付

一ら一
一一
月
十
六
日
ま
で
の
間
に
、

市

は
三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
日
ま
一
ぎ
の
職
業
訓
練
所
ま
た
は
職
業
指

一
け
は
つ
ぎ
の
種
類
だ
け
日
し
付
け
一
段
林
課
ま
た
は
市
森
林
組
合
ヘ
伐

で
の
聞
に
文
書
で
審
査
の
請
求
を
一
導
所
へ
入
所
し
た
い
か
た
は
二
月
一
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
か
た
は
二
一
室
引可
申

i
tを
提
出
し
て
く
だ

す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

一二
十
五
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ一
月
二
十
九
日
ま
で
に
申
込
安
出

一さ
い
。
な
お
、
閉
前
古
川
紙
は
術

基
準
年
度
(
昭
和
三
十
三
年
度
)
一
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一し
て
く
だ
さ
い。

一付
け
て
あ
り
ま
す
。

の
価
格
語
置
い
た
土
地
ま
た
は
一
ム
大
阪
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
一
貸
付
金
の
票
日
住
業
資
金、

一適
正
伐
則
令
と
は
三
一十
六
年
、

家
屋
に
つ
い
て
は
、
昨
年
中
に
地
一
年
令
は
一一一十
才
ま
で
、
訓
練
期

一支
度
資
金
、
技
能
習
得
資
金
、
生
一附
川
十

一
年
で
す
。
(
山
林
課
)

蚊

H
ま
ず
先
生
保
の
対
策

と
レ
て
誕
地
の
必
問
、
竹
や
ぶ

の
切
り
株
、
川
地
、
空
ひ
ん
等

の
水
曜
り
の
後
始
末
を
よ
'¥し

家
庭
の
台
所
、
風
呂
以
な
ど
に

水
た
ま
り
を
つ
く
ら
な
い
よ
守つ

に
、
制
収
を
よ
く
し
て
く
だ
さ

'uw ハ
エ

H
使
加
の
以
収
口
の

品
を
完
全
に
皆
川
し
、
同
地
の

申
を
附
く
す
る
と
と
も
に
、
怒

に
は
金
制
を
張
リ
、
成
山
の
山



み
ん
な
で

一場
間
体
の
心
か
ら
の
ご
型
脱
と
と

一た
u

た
だ
伐
怠
な
乙
と
は
、
昨
年

‘区
、
印
体
祐
ひ
に
町
分
先
は
つ
ぎ
背
州
地
A

一ム
、
七
二
三
円

明
る
い
正
月
一協
力
に
よ
り
、
十
六
ぽ
五
千
三
百

一は
長
崎
県
此
末
た
す
け
あ
い
募
金
一
の
と
お
り
で
す
。
一
福
ぃ
副
一
出
品
六
、
問
凶
五
時

を
迎
え
る
た
一
八
十
五
ぺ
が
集
ま
り
ま
じ
た
。

一本
部
か
-b
本

4
の
政
一
木
た
す
け
あ

…
〔
受
入
先
〕

一

松

原

山

一

区

ぃ

ハ

、

O二九
円

め
に
比
ハ
員
一

市
社
協
で
は
記
分
長
田
門
会
に
は

一い
資
金
と
し
て
、
十

一
万
一一一
千
七

一
大
付
帯
娯
岩
一

、
五

OO円
一

本
庁
地
区

一一一
七
、
二
一
四
月
一
市
で
は
市
制
施
行
十
八
同
年
記

金
会
六
村
支
一か
り
、
配
分
対
象
で
あ
る
日
活
保

一目
円
の
交
付
委
け
ま
し
た
が
、

一
生
一長

の

氷

臼

崎

会

一

合

計
一
六
五
、
三
八
五
円

一合
同
の
二
月
十
一
日
、
午
一削
卜
時

会
並
び
L
大
↑警
護
け
て
い
る
人
や
保
一挙

必

一本
年
は
交
付
が
得
ら
れ
な
く
な
り

一

一

、
0
0
0
什
一

〔
配
分
先
〉

一

か

ら

議

場

に
全
職
員
が
参
集
し
て

村
市
社
会
禍
↑要
と
す
る
人
、
長
い
間
の
絹
気
で

一ま
し
た
の
で
、
す
べ
て
地
元
だ
け

ん

海
上
自
衛
隊

一一一、
三

五

什
…

大
村
皮
州
選
者
岨
合
凶
誠
一
五
一
記
念
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

川刊凶
一誠告
で
一
不
自
由
し
て
い
る
へ
た
ち
に
対
し

一の
算
金
に
よ
っ
て
一

切
を
ま
か
な

~

大
村
部
隊
一
八
、
五
一
三
円

一

一

一

、
0
0
0
巴
山
ょ
、
永
年
勤
続
者
お
よ
び
行
改

は
、
昨
案

一て
、
そ
れ
ぞ
れ
配
廿
し
ま
し
た
ω

一う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
υ

そ
の
た

一

竹
松
川
隊
川
、
六
六
一一
百
工
古
白
労
大
付
分
公

一一
山
必
に
と
く
に
功
労
の
あ
っ
た
職

護
袋
を
各

一お
陰
時
で
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
温

一め
昨
年
と
比
べ
て
配
分
舶
が
約
半

一

同
大
村
小
学

校

一

二一
、
七
K
O
川
一凶
に
六
村
山
長
か
ら
表
彰
状
が
、

家
庭
に
配
布
一か
い
正
司
を
迎
え
て
い
た
だ
く
乙
一額
と
な
り
、
従
来
配
分
し
て
お
り

4

一
二
二
一
一
八

O
吋一

生
出
凶
喜

一
在
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
行

し
て
、

皆
三
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申

一ま
し
た
施
設
や
諸
問
体
に
別
し
て

一

大
判
小
学
校

一
、
六

六

五

立

九

五

、

ぃ

ハ

一

O
H
一政
に
布
与
さ
れ
た
川
崎
刈
一
氏
に

東

京

学

生

寮

の

ん
の
温
い
と
一し
上
げ
ま
す
。

一の
配
分
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
-
竹
松
小
学
校
六
年
生
一
市
社
協
室
、
ハ
凶
八
土
感
謝
状
が
川
ら
れ
ま
し
た
。

入

寮

者

を

募

集

留
を
お
願
一
ま
た
、
か
ね
C
計
回
叩
の
生
活

一と
と
を
、

お
気
の
毒
じ
存
じ
て
お
一

一一一
七
一
円

一

所
要
経
費

一
、
一
七
七
』

J

一市
市
立
の

2
Zは
3
の
と

ιで
は
い
山
山
学
長
の
入
資
者
一

，

町

民

生

時

臨

時

計

王

子

れ
ら
の

誌

に

凶

つ

一

位

向

一

一一
部

一

時

間

金

会

大

村

九

一訂

以

続

者

〕

(

限

切

戸

仕

立

は

山

許

可

誌

は

誌

は
じ
め
時

5
と
し
て
去
の
中
か
ら
冗
万
一一一
千
一て
い
る
人
た
ち
を
救
出
す
る
迎
動
闘
芸
高
校
八
一一一O
円
一

市
社
会
福
祉
協
議
会
)

一仁
H
一
削

一
む
(
水

道

諜

)

山

口

さ

い

o

h

ノ

」

γ
i
i
i
i
i
し

-一一一一一一
一一一一一一
日

一一一一一一
九
付
湾
問
ト
片
山
け
い

1
d
lほ
レ

一が
繰
り
返
さ
れ
る
乙
と
と
思
い
ま
一
大
村
純
叡

一
、

O
O
E
i
l
--ー

一
ユ
キ
(
鈴
田
小
学
校

)

十

年

以

上

ム

重

人

員

約

二

十

五

人

一

三

浦

小

、

中

学

校

に

一す
が
、
本
年
も
何
年
間
保
民
崎
県

一
大
村
芳

子

一

、
0
0
0吋
一

共

募

へ

寄

付

一

ug栄
(

水

道

謀

)

古

賀

目

次

ム

募

集

締

切

則

日

一二
月
三
十

二

電

話

取

り

つ

け

一

二

分

団

に

新

消

防

車

三
本
部
か
ら
の
配
分
は
な
い
も
の
と

一
一

対
地
区

三
、
八

一

室

こ

の

ほ

ど

共

同

室

主

主

、
一
(収
入
役
室
)

一
似

一

郎

産

業

日

一
三
浦
小
学
校
、
同
中
学
校
に
二

汀

t

い
一
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
機
一
鈴
田
地
区
五
二
ハ
三
O
什
一本
経
裏
目
、
妙
瓦
立
正
同

一委
員
会
)
田
口
健
一
二
建

設

課

)

ム

入

芸

術

期

日

間

月

五

日

一月
十
二
日
か
ら
抵
話
が
取
り
つ
け

ん

市

消
防
団
第
二
分
団
(
片
H
地
区
)
Lこ
の
ほ
と
手
~

一の
一
周
の
と
協
刀
ご
蛍
闘
を
お
願
一
西
大
村
地
区

一心
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封

喜

一平
野
勝
己
(
福
利
事
務
所
)
一
議
一
(
一
品
主
れ
)
柴
原
タ
カ
(
鈴
一
籍
改
製
事
務
処
理
)
立

百
一
自
衛
一
ム
入
針
決
定
発
表
凶
片
七
日

一ら
れ
ま
し
た
一
話
番
号
は
つ
ぎ

ハ
型
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
備
え
つ
け
二
月
一一

一

品

富

士

い

い

た

し

ま

す

。

一

2
、
ぃハ
二
O
叶
-付
さ
れ
主

ノ二
u

一夜
議
事
出
)
永
田
光
男
一
田
川

字
以
)

1

日

ワ

(
一一
一浦
小

了

税
務
課
H
路
泉
袋
詰
基
準
一

ム
申
込
先
長
崎
県
民
住
労
働
川
一〉
と
お
り
で
す
。

小
学
校
H
鈴
田

一
詰
所
で
入
魂
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

一

一

な
お
、
と
協
力
い
た
だ
い
た
地
一

竹
松
地
包

一六
、
一一七
一一一
吋
一

(

共
釦
金
金
大
刊
文
会
)
一
(

同
)
林
反

(監
査
事
務
同
)
一
学

じ
)

「

ィ

一
の
作
成
に
よ
る
別
業
務
の
円
沿
一社

会
課

一酌
一
一
六
番
の
乙
中
学
校

H
鈴
田

ν
乙
の
車
は
百
二
十
五
馬
力
で
、
ノ
ズ
ル
の
調
整
で
噴
磁
)

一

・

一

一

一

j
uli---H
a--
l
n山
川
山
日
出
日
日
目
・
出
川
口
川市
川
山円山山
川
川……

Hm
mm
M川川首相日
nu-u

一化
)
藤
尾
芳
郎

(庶
務
課
リ
沿
尚一

A
3誕
の
資
陪
釆
午

一局
二
六
番
の
甲

(市
教
委
)

ゲ
が
で
き
、
油
脂
火
災
に
も
使
用
が
で
き
、

吸
水
管
は
十
メ
二

タ

オ

ル

も

数

b

一を
回
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。

一て
く
だ
さ
い

Q
Z光
の
よ
く
一
ム
窓
タ
イ
ル
(
愛
知
県
)
一

t
J
H
(
j
f
l
u
-
f
1
L

4
【

ヤ

l
ト
ル
の
も
の
が
二
本
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
o

v

一

j

E

一み
ん
な
、
は
り
き
っ
て
や
っ
て
い

一入
る
消
潔
な
遣
で
す
。
窓
々
に一
タ

イ

ル

室

工

女

二
十
才
ま
で

Z

)

っ
て
多
少
ち
が
い
ま
す
が
、
大
の
病
気
は
、
一二
、
四
片
の
乙
ろ

叫

~
民
日
酔
と
大
上
山
花
)

二

点

外
就
職
者か
ら
便
り

一昨
日
行
れ
れ
れ
U
一九
日
付
日
F
h一一一

千
五
百
川
以
上

一

ど

は

-rhr科
目
U
U刊
行
叫
が
眼
目
立

一

い
一

仕

事

こ

も

す

つ

な

凡

ま

μヒ

一服
の
万
で
す
か
ら
、

き
ま
っ
た
時
一

一

一
一
一一

(二)

歳末たすけあいに16万5千円

ど協力ありが とうございました
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l乙!百!
表年
彰の

山
北
統
計
訓
一
段
に
よ
る
水
産
行
政

抗
出
貸
料
の
盤
仙
)
松
山
正
敏

(同
H
M
)
山
田
清
(
財
務
課
H

肌
ゼ
隊
胡
散
に
伴

F

つ
川
地
質
収
等

の
処
理
)
原
川
地
吾
(
辿
設
課
H

消
火
栓
の
伺
厄
器
巧
案
)
雌
田
一

郎
(
山
険
術
白川
MH
州
事
故
週

γ
j
貝
は
一
氷
山
り
を
す
一
λ

け
る

仲

H
l司
、
こ
・
コ

昨
山
叩

t
L
9
L
P
4
t

∞
長
崎
県
内
に
い
山
任
す
る
者
の
一

子
弟
で
あ
っ
て
、
一
以
京
都
内
の
大

学
に
学
婚
を
有
し
学
業
成
繍
位
芥J

で
品
行
万
正
、
身
体
強
健
で
あ
る

こ
と
。①

学
資
の
支
弁
が
困
難
で
任
問

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

ム
提
山
当
類

申
込
用
紙
は
福
社
事
粉
川
じ
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
福
利
事

務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

(
福
州
事
務
所
)

幻
自
・
農
協
め
ぐ
り
騒
伝
競
走

第
四
回
市
内
出
協
め
ぐ
り
駅
伝
競
走
は
、
大
村
市
民
業
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
、
大
村
市
背
年
間
迎
絡
協
議
会
、
長
崎
新
聞
社
の
主
催
で
二
月
二
十
七
日
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
日
は
各
地
区
の
青
年
団
、
出
協
官
年
部
員
で
編
戒
し
た
八
チ
l
ム
の
精
鋭
七
十
余
名
が
午
前
十
時
、
一二
澗
版
協
今
村
支
所
を
山
発
、
各
農
協
を
め
ぐ
っ
て
九
区
間
四
十
七

・
六
抗
キ
ロ

宮
山
似
、
午
後
一
時
十
介
と
ろ
川
以
位
協
前
に
到
着
し
ま
す
。

(
市
教
委
)


